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クロスカリキュラム「環境」
～合科単元(題材)の具現化にむけての取組～
クロスカリキュラム「環境」
～合科単元(題材)の具現化にむけての取組～

とやまエネルギー環境
教育授業研究会
とやまエネルギー環境
教育授業研究会



社会

技術・家庭理科

各教科のねらいの達成を目指し
社会に活用できる力の育成

よりよい社会を目指して
～教科横断的にエネルギーミックスを考える～



＜合科単元(題材)具現化のメソッド＞
◆ 異教科TT

Ｔ１教科の見方・考え方

◆ 異教科活用
活用する教科の見方・考え方

◆ 合同授業（50分授業を分割）
合同教科双方の見方・考え方

よりよい社会を目指して
～教科横断的にエネルギーミックスを考える～



自然環境や資源の有限性等の中で
持続可能な社会をつくる力
（H29.9.24中教審答申）身に付けさせたい

資質・能力

価値的
知識

概念的
知識

個別的
知識

深
い
学
び

エネルギーの生産と消費の両面から持続可能な
社会の実現に向けたエネルギーミックスや放射
性廃棄物の処理地決定のプロセスについて、多
面的・多角的に考察する必要がある。

持続可能な社会の実現を目指すためには経済・
環境・社会的包摂の３つの視点のどれも欠かす
ことはできない。

よりよい社会を目指して
～教科横断的にエネルギーミックスを考える～



合科単元(題材)構想（全体計画11時間）

総合的な学習の時間との違いについて

各教科の目標に照らし、その実現状況を評価

⇒観点別学習状況を「評価」し、
総括的に「評定」する

よりよい社会を目指して
～教科横断的にエネルギーミックスを考える～



教科 内容項目

技術
Ｃ エネルギー変換と技術
(1) 生活や社会を支えるエネルギー変換の技術
(3) 社会の発展とエネルギー変換の技術

教科 内容項目

理科
１分野(7)ア(ｱ)
エネルギーとエネルギー資源

教科 内容項目

社会
公民 Ｄ(1)世界平和と人類の社会福祉の増大

(2)よりよい社会を目指して

よりよい社会を目指して
～教科横断的にエネルギーミックスを考える～



教科 学習内容(授業時数)

技術
・安定した発電をするためのしくみを知ろう(1)
・2044年のエネルギーミックスはどうあるべきだろう(1)

教科 学習内容(授業時数)

理科
・エネルギー資源をどう利用していけばよいだろうか(3)
・2044年のエネルギーミックスはどうあるべきだろう(2)

教科 学習内容(授業時数)

社会
・エネルギー問題を考える上で大切なことは何だろう(2)
・2044年のエネルギーミックスはどうあるべきだろう(2)

よりよい社会を目指して
～教科横断的にエネルギーミックスを考える～



観点 評価規準

知識
技能

・2044年のエネルギーミックスを提言するために既習事項を正しく
理解したり、諸資料を適切に読み取ったりすることができる

思考力
判断力
表現力

・2044のエネルギーミックスを既習事項を活用したり、３Ｅ＋Ｓの
面から多面的に考察したりして持続可能な社会の在り方を踏まえて
表現することができる

学びに
向かう
人間性

・現代社会にみられる課題について、主艇的に追究・解決しようと
する態度を養うとともに、物事を多面的・多角的に捉える重要性に
ついて自覚を深めることができる

【社会】

よりよい社会を目指して
～教科横断的にエネルギーミックスを考える～



観点 評価規準

知識
技能

・日本のエネルギー消費量の推移や、水力、火力、原子力、太陽光
等の発電方法、エネルギー資源、放射線の利点や課題について理解
し、総合的にとらえて説明している。

思考力
判断力
表現力

・日本のエネルギーに関する状況や今後の課題等について、調べた
結果を多面的、総合的にとらえて、科学的に考察し、2043年のエネ
ルギーミックスについて自分の考えを表現している。

学びに
向かう
人間性

・発電方法やエネルギー利用の問題点や改善方法を意欲的に調べ、
2043年の日本のエネルギーミックスについて主体的に考えようとし
ている。

【理科】

よりよい社会を目指して
～教科横断的にエネルギーミックスを考える～



観点 評価規準

知識
技能

・生活や社会で利用されているエネルギー変換の技術についての科
学的な原理・法則や基礎的な技術の仕組みを理解している。

思考力
判断力
表現力

・生活や社会の中からエネルギー変換や伝達などにかかわる問題を
見いだして課題を設定することができる。

学びに
向かう
人間性

・既存のエネルギー変換の技術を、多様な視点で客観的に評価しよ
うとしている。

【技術・家庭】

よりよい社会を目指して
～教科横断的にエネルギーミックスを考える～



＜ペーパーテスト(社会)＞【知識・技能】

資料１を見て、次の問いに答えなさい。
(1)次のア～エは、それぞれ石油と石炭の産出量または、現在
分かっ ている埋蔵量上位10か国を示した地図である。石油の
産出量と埋蔵量を示した地図をそれぞれ選び、記号で答えなさ
い。
(選択肢省略)

(2)次の文は石油の発電割合が減少について説明している。次
の（）にあてはまる語句を漢字5字で答えなさい。

石油は埋蔵量が限られており、将来的に枯渇することが予測され
ているだけでなく、燃焼させると（ ）が発生し、それが、

地球温暖化が進行する原因となるからである。

資料１

資料：エネルギー庁

よりよい社会を目指して
～教科横断的にエネルギーミックスを考える～



2018年度に比べ2030年度は原子力の割合は増えている。一方で火力発電は
減少していることが分かる。これは３Ｅ+Ｓの視点で見たときに（①）の問題
よりも（②）の問題を人々が重視したからだと言える。電力が生活に欠かせ
ないものであると考えると、これを実現させるためには（③）の面で、これ
まで以上に技術が進歩してより実用化されないといけない。また、太陽光や
風力は気象条件に左右されることから（④）の面で不安が残る。

次の文の（ ）に当てはまる語句を下の語群から選び、記号で答えなさい。

ア．安定供給 イ．経済 ウ．環境 エ．安全

＜ペーパーテスト(社会)＞【知識・技能】

よりよい社会を目指して
～教科横断的にエネルギーミックスを考える～



＜ペーパーテスト(理科)＞【知識・技能】

よりよい社会を目指して
～教科横断的にエネルギーミックスを考える～

(1)発電方法に関する文として適切なものを、次のア～エの中からすべて選び、記
号で答えなさい。
ア．火力発電は、物質の化学エネルギーを利用し、二酸化炭素が発生する。
イ．水力発電は位置エネルギーを利用し、気象に左右されない。
ウ．太陽光発電は、太陽の熱エネルギーを利用し、二酸化炭素が発生しない。
エ．原子力発電は、核エネルギーを利用し、二酸化炭素が発生しない。

(2)再生可能なエネルギー資源を、次のア～オからすべて選び、記号で答えなさ
い。

ア．燃料電池 イ．石炭 ウ．地熱 エ．風力 オ．天然ガス

(3)バイオマスの利用で大気中の二酸化炭素濃度の上昇を抑制できる理由を｢光合
成｣｢二酸化炭素｣の２つの語句を使って簡単に説明しなさい。



・火力発電は石炭、石炭、（①）などを燃料とし、その燃料で水蒸気をつく
ります。その水蒸気で（②）を回転させ、発電機を回して発電します。

・原子力発電は、火力発電と同じようなしくみですが、燃料にはウランが使
用され、ウランが（③）することで生じた熱で水蒸気をつくります。

・太陽光発電のパネルにはＮ型とＰ型の２種類の（④）が使われ、パネルに
太陽光があたると発電します。

次の文の（ ）に当てはまる語句を答えなさい。

＜ペーパーテスト(技術・家庭)＞【知識・技能】

よりよい社会を目指して
～教科横断的にエネルギーミックスを考える～



2030年のSDGｓ実現に向けて、環境保護
や経済発展とともに世代間の公平も求められ
る。
資料４はその解決策のひとつであるが、な

ぜ資料４が解決策となるのか。この取引を説
明した上で、その理由を説明しなさい。
なお、便宜的にA国が先進国、B国が発展途

上国とする。

資料４

＜ペーパーテスト(社会)＞【思考力・判断力・表現力】

よりよい社会を目指して
～教科横断的にエネルギーミックスを考える～



日本全体の電源構成(2022年速報) 
出所：電力調査統計などよりISEP作成

(1)右のグラフから、日本は化石燃料を使っ
た発電方法の割合が高い。このことは、持続
可能な社会の実現において、どのような課題
があるか。簡単に説明しなさい。

(2)(1)の課題から、今後どのような発電方法
の割合を増やせばよいと考えるか。

(3)(2)の発電方法のもつ課題を簡単に説明し
なさい。

＜ペーパーテスト(理科)＞【思考力・判断力・表現力】

よりよい社会を目指して
～教科横断的にエネルギーミックスを考える～



(1)原子力発電において社会的・環境的・経済的視点からメリットとデメリット
について、それぞれ2つ答えなさい。回答する際、該当する視点に〇をつけ、
理由が明確になるように答えなさい。

(2)2044年にむけて、原子力発電における運用について社会的・環境的・経済
的視点を踏まえた上で、あなたの考えを50字以上100字以内で答えなさい。

＜ペーパーテスト(技術・家庭)＞【思考力・判断力・表現力】

よりよい社会を目指して
～教科横断的にエネルギーミックスを考える～



実践事例

よりよい社会を目指して
～教科横断的にエネルギーミックスを考える～

社会(３年)

主体的に学習に取り組む態度の育成に着目した
エネルギー教育



学習の

見通し

仮説

探究活動
多角的な

省察

メタ認知

パフォーマンス課題への
取り組み

よりよい社会を目指して
～教科横断的にエネルギーミックスを考える～



学習の

見通し

仮説

探究活動
多角的な

省察

メタ認知

パフォーマンス課題への
取り組み

よりよい社会を目指して
～教科横断的にエネルギーミックスを考える～

他者評価

粘り強さ
自己調整

教師の見取り
＝形成的評価

学習としての
評価



実践事例

よりよい社会を目指して
～教科横断的にエネルギーミックスを考える～



実践事例

よりよい社会を目指して
～教科横断的にエネルギーミックスを考える～



実践事例(板書)

よりよい社会を目指して
～教科横断的にエネルギーミックスを考える～

展開４

展開２・３



生徒のワークシート と
学びとしての評価をやってみた

アンケート項目



2044年の
技術の予測

2044年までの
電力使用量の推移

各発電方法について
3Ｅ＋Ｓの検証

実現可能性の
再検証





【課題】
〇各クラスでのばらつきをどうするか

⇒大規模校ほど評価規準（基準）の設定が難しい

〇概念の話し合いであるため、抽象的な机上論で終わる
可能性がある

授業における成果と課題

【成果】
〇教科横断的な学習で、身に付けるべきコンピテンシー
を明確にし、生徒と共有できる

〇目標と自分の立ち位置のずれをメタ認知し、自己調整
の手段として有効



【課題】
〇学校や各教科担当の方向性が一致しないと実現が困難

〇３年間の系統立てた教科の指導計画が必要

合科単元における成果と課題

【成果】
〇各教科のねらいとする資質能力を明確にすることで
各教科での評価を具体化できた

〇内容を精選することで授業時数の確保につながった

〇地層処分の課題では各教科の知識をつなぎ、深い学び
につながった



ご清聴
ありがとう
ございました




